
1.定点把握対象疾患の発生動向　※栗原支所管内を含む大崎保健所管内
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宮城県大崎保健所栗原支所　感染症発生動向調査情報
（令和７年11月28日発行）

　　上段は圏域全体で一週間に診断した患者数　、下段は一つの定点（医療機関）あたり一週間に診断した患者数。＊は急性呼吸器感染症（ARI)に含まれる感染症。
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【 定点把握対象疾患の発生動向】
※栗原支所管内を含む大崎保健所管内

• インフルエンザの患者報告数が更に増加しています。県内全域

では、第44・45・46週と定点当たりの患者報告数が全国最

多となっています。今後も感染者の増加が予測されます。

• 咳エチケット・換気・手洗いなどをする他、予防接種を受けるな

ど感染対策を行ってください。

【 集団発生状況 】※栗原支所管内
• 新たに、保育施設・高齢者施設でインフルエンザの集団発生が

ありました。

感染症予防啓発物品

の貸出しはこちら

【お知らせ】

【 全数報告疾病 】※栗原支所管内
• 5類：百日咳 女性1名

• 保健所では管内施設等を対象に感染症予防啓発物

品（手洗いチェッカー、CO2センサー）の貸出を行っ

ています。

• 施設の感染対策として活用ください。

• エイズは、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）に感染することによっ

て免疫が低下し、様々な病気を引き起こす病気です。

• HIVは主に性的接触や血液を介して感染します。感染の有無

は血液検査によって分かります。

• 検査は県内の各保健所や医療機関の他、郵送でも実施してい

ます。（郵送検査は12/1から再開予定） 郵送検査

大崎保健所 栗原支所 疾病対策班

0228-22-2117 0228-22-7594

【感染症コラム～梅毒～】
• 梅毒トレポネ−マという細菌が原因で、主に性的接触により口や性器などの粘膜・皮膚

から感染します。妊婦の胎盤を介して母子感染を起こす感染症でもあります。

• 感染後3週間位から、性器など菌が侵入した部分に硬いしこりやリンパ節の腫れ、顔面

や手足などの発赤、皮疹が出現します。一時的に症状が消えても、数年で神経梅毒や心

血管梅毒（心臓、血管の異常）、脊髄ろう（歩行障害）となります。

• 一般的には血液検査で診断しますが、感染後6週間未満は正確な検査結果が出ません。

• 治療は、ペニシリン系の抗菌薬が有効で、治療内容は病期を考慮して決定されます。治

療開始後は概ね4週間毎に検査を実施し、治療効果を確認していきます。

• 予防は病変部位と直接接触しないようにすることであり、性交渉においてはコンドーム

を適切に使用することが有効です。

• 本年、仙台市を含む県全域で梅毒の患者が多く発生しています。（10月末時点で累計

175名）

• 性的接触があり無症状であっても、検査を受けることで早期発見・治療に繋がることが

あります。感染が心配な方は検査を御検討ください。また、検査結果が陽性の場合は、

パートナーも検査を受けることをお勧めします。


